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日程表　12月16日（土） 　■■■ 共通　■■■ 基礎　■■■ 内科　■■■ 小児科　■■■ 耳鼻科　■■■ 皮膚科　■■■ 眼科　　 ベーシック　 アドバンス

【実習】 
鼻腔所見の観察と鼻汁検査

【実習】 
鼻腔所見の観察と鼻汁検査

【実習】 
食物経口負荷試験

【実習】 
食物経口負荷試験

【実習】 
呼気 NO

【実習】 
呼気 NO

【実習】 
涙液総 IgE 検査と細隙灯顕微鏡写真撮影

【実習】 
涙液総 IgE 検査と細隙灯顕微鏡写真撮影

【実習】 
スパイロメトリー　広域周波オシレーション法

【実習】 
スパイロメトリー　広域周波オシレーション法

【実習】 
吸入指導：小児

【実習】 
吸入指導：小児

【実習】 
抗原検査と皮下免疫療法

【実習】 
抗原検査と皮下免疫療法

開
会
挨
拶

免疫学における基礎と新たな展開
座長：久保允人・中山俊憲

教育セミナー 1
バリア機能とアトピー性皮
膚炎～予防の観点から～

座長：松永佳世子

アレルギー疾患の治療薬最前線
座長：出原賢治・浅野浩一郎

免疫療法
座長：岡本美孝・永田真

イブニングシンポジウム 1
アトピー性皮膚炎の基礎と臨床 

座長：出原賢治・加藤則人

成人喘息の基本知識から最新情報まで
座長：一ノ瀬正和・永田真

教育セミナー 2
アレルギー診療における特異的
IgE 検査の意義と活用方法

座長：庄司俊輔

小児喘息の基本知識から最新情報まで
座長：藤澤隆夫・下条直樹

花粉症
座長：川内秀之・加藤則人

イブニングシンポジウム 2
喘息管理；実臨床下での問題点
～アドヒアランスを交えて～

アレルギー性結膜疾患
座長：高村悦子・福島敦樹

教育セミナー 3
意外と知らない点眼薬
の話
座長：高村悦子・福島敦樹

遺伝子から見た免疫とアレルギー
座長：玉利真由美・峯岸克行

アレルゲンの全て
座長：高井敏朗・中村陽一

イブニングシンポジウム 3
マイクロバイオームとアレルギー 

座長：池澤善郎・榎本雅夫

アレルギー性鼻炎
座長：大久保公裕・増山敬祐

教育セミナー 4
末梢気道閉塞の改善を視野に
入れた吸入デバイスの選択

座長：松瀬厚人

好酸球性副鼻腔炎・中耳炎
座長：藤枝重治・松原篤

特殊なタイプの喘息
座長：庄司俊輔・新実彰男

イブニングシンポジウム 4
喘息治療戦略 
～小児から成人まで～

座長：橋本修

エキスパートが選ぶトピックス 2017
座長：斎藤博久・森晶夫

教育セミナー 5
アトピー性皮膚炎（AD）の病態と治療
―今後期待される新規治療薬を含めて―

座長：大久保公裕

教育セミナー 6
遺伝性血管性浮腫の診
療ガイドラインについて

座長：猪又直子

注目されている免疫細胞・メディエーター
座長：中島裕史・善本知広

粘膜免疫と免疫寛容
座長：堀昌平・平原潔

免疫療法講習会

イブニングシンポジウム 5
IgE 制御による疾病マネージメント　
up-to-date

座長：横山彰仁・照井正

アレルギー専門医制度の現状
座長：庄司俊輔・東田有智

自然免疫と獲
得免疫のイン
ターフェース

自然リンパ球 病原性 Th 細胞 IgE/B 細胞 
メモリー

消化管粘膜免
疫とアレルギー

2 型サイトカイン
の標的薬

2 型炎症反応
関連分子　脂
質メディエーター 

標的薬

非 2 型炎症反
応・TLRシグナ

ルの標的薬
総論 喘息 アレルギー

性鼻炎
SCIT（ハチ
を含む）

病態生理の
基本：平滑筋
攣縮から好酸
球性炎症・リ
モデリングまで

病態生理の
最新知見

臨床像・病
歴・基本的検査
（スパイロメト
リー、気道過敏
性・可逆性）

専門的検
査：呼気

NO・誘発喀
痰・強制オシ
レーション法

基本治療：
ICS，ICS/

LABAを中心
とするステップ
3までの治療

専門的治療：
生物学的製
剤、BTなど重
症難治例の
最新治療

乳幼児喘
息の診断

小児喘息の
長期管理

小児喘息
の発作 
治療

小児喘息
Year in 
Review

花粉症 皮膚科 
花粉皮膚炎 眼科 耳鼻科

アレルギー性 
結膜疾患： 

診断と 
鑑別診断

アレルギー性 
結膜疾患： 

点眼薬治療と
注意点

難治性 
アレルギー性 
結膜疾患の 
病態生理

小児春季カタル
の治療と管理

アトピー性 
眼瞼炎の 

メディカルケアと 
スキンケア

いまさら聞けない 
遺伝の話

アレルギー疾患
と遺伝要因

免疫不全と 
遺伝子

アレルゲンの 
多様性

アレルゲンに 
対する免疫応答

アレルゲンの 
同定と検査

長期管理における
留意点

乳幼児、妊婦・ 
授乳婦への対応

薬物療法の限界と
手術適応

小児の気道 
アレルギーの進展と

対応 
（免疫療法を含む）

好酸球性 
副鼻腔炎の 
病態と治療

好酸球性 
中耳炎の病態

と治療

好酸球性副鼻
腔炎難治化の
要因としての 

喘息

アスピリン 
喘息 

（AERD、
AIA、NSAIDs 

過敏喘息）

高齢者 
喘息へ
の対応

妊娠と 
喘息

咳喘息と
慢性 
咳嗽

ACO
（Asthma-

COPD 
Overlap）
とCOPD

喘息 What’s New 
皮膚疾患

アレルギー性 
鼻結膜炎・ 
副鼻腔炎

食物アレルギー 免疫学 in JACI マスト細胞
顆粒球（好酸
球・好中球・ 
好塩基球）

IL-33, IL-25, 
TSLP

腸管粘膜免疫
とアレルギー

気道粘膜免疫
とアレルギー

免疫寛容と 
アレルギー

これ
まで
の 

経緯

内科
の 

現状

小児
科の
現状

耳鼻
咽喉
科の
現状

皮膚
科の
現状

眼科
の 

現状

これか
らの
方向
性

バリア機能とアトピー性皮膚炎 
～予防の観点から～

アトピー性皮膚
炎の病態に関す

る最新知識

小児アトピー性
皮膚炎の 
エビデンス

アトピー性皮膚
炎の外用療法

アレルギー診療における特異的
IgE 検査の意義と活用方法

喘息管理；実臨床下での問題点
～アドヒアランスを交えて～

明日から役立つ
点眼薬の 
使い方

点眼薬の製剤
設計と臨床上の

意義

腸内細菌叢研
究概論―疾病と
の関りを探る―

鼻腔・ 
口腔細菌叢と 

疾患

アレルギー疾患の予防と
治療に関するマイクロバ
イオーム研究の方向性

末梢気道閉塞の改善を視野に 
入れた吸入デバイスの選択

慢性咳嗽の診断と治療
―咳喘息を中心に―小児喘息の診断・治療

アトピー性皮膚炎（AD）の病態と
治療―今後期待される新規治療

薬を含めて―

遺伝性血管性浮腫の 
診療ガイドラインについて

蕁麻疹治療の最前線　
オマリズマブによる新たな

可能性
重症喘息病態における

IgE の役割

足立雄一

久保允人 茂呂和世 中山俊憲 北村大介 植松智 出原賢治 浅野浩一郎 長瀬洋之 永田真 中込一之 後藤穣 平田博国

永田真 浅野浩一郎 新実彰男 白井敏博 一ノ瀬正和 長瀬洋之 藤澤隆夫 足立雄一 亀田誠 堀向健太 岡野光博 横関博雄 角　環 太田伸男

稲田紀子 福田憲 海老原伸行 庄司純 峠岡理沙 野口恵美子 玉利真由美 峯岸克行 福冨友馬 高井敏朗 長尾みづほ

大澤陽子 増田佐和子 朝子幹也 下条直樹 高林哲司 飯野ゆき子 近藤光子 谷口正実 堀口高彦 福永興壱 新実彰男 井上博雅

金廣有彦 加藤則人 藤枝重治 柳田紀之 森晶夫 岡山吉道 善本知広 中島裕史 長谷耕二 平原潔 堀昌平

庄司俊輔 中村陽一 勝沼俊雄 黒野祐一 加藤則人 内尾英一 海老澤元宏

大矢幸弘　 松本健治 加藤則人 二村昌樹

福冨友馬

深川和己 内野裕一 中山二郎 平岡政信 伊藤浩明

長瀬洋之 新実彰男

佐伯秀久　

岩本和真 猪又直子 檜澤伸之

石井健男

9：20～
9：30

9：30～12：00 【基】� 12：30～13：30� 13：50～15：20 【共】� 15：30～17：00 【共】� 17：10～18：40�

9：30～12：00 【内】� 12：30～13：30� 13：50～15：20 【小】� 15：30～17：00 【耳・皮・眼】� 17：10～18：10�

9：30～12：00 【眼】� 12：30～13：30� 13：50～15：20 【基】� 15：30～17：00 【共】� 17：10～18：40�

9：30～12：00 【耳】� 12：30～13：30� 13：50～15：20 【耳】� 15：30～17：00 【内】� 17：10～18：40�

9：30～12：00 【その他】� 12：30～13：30�

12：30～13：30�
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14：00～16：30 【内・小】�

14：00～16：30 【小】�

9：30～12：00 【耳】� 14：00～16：30 【耳】�
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日程表　12月17日（日） 　■■■ 共通　■■■ 基礎　■■■ 内科　■■■ 小児科　■■■ 耳鼻科　■■■ 皮膚科　■■■ 眼科　　 ベーシック　 アドバンス

【実習】 
気道過敏性，運動誘発，喘息発作の評価

【実習】 
気道過敏性，運動誘発，喘息発作の評価

【実習】 
皮膚テスト：パッチテスト

【実習】 
皮膚テスト：パッチテスト

【実習】 
吸入指導：成人

【実習】 
吸入指導：成人

【実習】 
SCORAD/EASI 評価

【実習】 
SCORAD/EASI 評価

【実習】 
皮膚テスト：プリック・スクラッチテスト

【実習】 
皮膚テスト：プリック・スクラッチテスト

【実習】 
スキンケア・外用療法

【実習】 
スキンケア・外用療法

【実習】 
スキンケア・外用療法

【実習】 
舌下免疫療法の実際

【実習】 
舌下免疫療法の実際

食物アレルギー（成人含む）
座長：伊藤浩明・海老澤元宏

アナフィラキシー
座長：伊藤浩明・中村陽一

アレルギー疾患の病態生理最前線
座長：出原賢治・中尾篤人

アレルゲンの回避と軽減策
座長：近藤康人・増田佐和子

アレルギー疾患ガイドライン
座長：西間三馨・大田健

アレルギー性肺疾患（類縁疾患）
座長：浅野浩一郎・谷口正実

薬物アレルギー
座長：末木博彦・山口正雄

アトピー性皮膚炎
座長：中村晃一郎・片岡葉子

接触皮膚炎、蕁麻疹
座長：加藤則人・佐伯秀久

膠原病とアレルギー
座長：廣畑俊成・河野肇

教育セミナー 7
舌下免疫療法の円滑診療へのポイント
～治療効果とトラブルシューティング～

座長：大久保公裕

教育セミナー 8
アレルギーと環境 

座長：藤枝重治

教育セミナー 9
涙液検査研究の最前線 

座長：高村悦子

教育セミナー 10
アレルギー疾患と精神・ストレス 

「アレルギー患者のこころを考える」
座長：佐伯秀久・久保千春

教育セミナー 11
アナフィラキシーの現状
と対応

座長：亀田誠

日本医師会女性医師支援センター事業
共催　日本アレルギー学会男女共同参画
委員会企画　医師支援ランチセミナー
未来を拓く男女共同参画

司会：灰田美知子、佐野安希子

発症と耐性化
の免疫学的 
メカニズム

食物アレルゲン
の基礎と臨床

（コンポーネント
も含む）

消化管アレルギー
と類縁疾患（新生
児・乳児消化管ア
レルギー・好酸球
性消化管疾患）

小児の診療の
キーポイント

（OFC・管理・
病診連携）

成人の診療の
キーポイント
（OAS・

FDEIA・病診 
連携）

アナフィラキ
シーの診断と 

疫学
アナフィラキシー
の急性期治療

アナフィラキシー
の原因検索

アナフィラキシー
ショックの病態
生理（実験的 

研究）

アレルギー疾患
の病態はどこま
で解明されてい

るか

上皮のバリア 
破壊と 

アレルギー

分子イメージン
グ技術の免疫・
アレルギー研究

への応用

アレルギー疾患
とサーカディアン

リズム

ヒト化マウスの
原理とアレル
ギー疾患への 

応用

食物抗原の 
基礎知識 

交差抗原性

抗原回避の 
工夫と効果 
（喘息）

抗原回避の 
工夫と効果 
（花粉症）

環境アレルゲン
への対策 

（かび・ペット・
昆虫など）

アレルギー専門医に必要な
膠原病の知識

ベーチェット病の
診断と治療 

～ぶどう膜炎を 
中心に～

ANCA 関連 
血管炎（ANCA-

associated 
vasculitis：AAV）

の診断と治療

IgG4関連疾患の 
診断と治療 
Up to Date 

2017

好酸球性肺炎
―概念・病態・
診断・治療と 

管理―

ABPM の 
概念・病態・診断 
・治療と管理

EGPA 
概念・病態・診断 
・治療と管理

過敏性肺炎の
概念・病態・診
断・治療と管理

成人喘息
ガイドライン

小児喘息
ガイドライン
―JPGL 

2017改訂
ポイント

鼻アレルギー
診療ガイドラ

イン 2016 年
版 改訂の 
ポイント

アトピー性皮膚炎 
ガイドライン―病
態、疫学、診断、
悪化因子、スキン
ケア、薬物療法―

眼科アレルギー 
ガイドライン　アレ
ルギー性結膜疾
患ガイドライン（第
2 版）を中心に

食物 
アレルギー
ガイドライン

職業性 
アレルギー

疾患 
ガイドライン

主な薬剤のアレ
ルギー（局所麻
酔薬、抗菌薬）

薬物アレルギー
精査（検査入
院、脱感作）

薬疹の診断と 
治療

重症薬疹の 
診断と治療

アトピー性 
皮膚炎の病態
と鑑別診断

アトピー性皮膚
炎のスキンケア

アトピー性 
皮膚炎の治療

小児難治性アト
ピー性皮膚炎の
治療～アレルギー
マーチへの進展
予防を目指して～

成人難治性 
アトピー性 

皮膚炎の治療
接触皮膚炎の症状と検査 蕁麻疹の診断、検査、治療

舌下免疫療法の円滑診療への 
ポイント～治療効果とトラブル

シューティング～

環境に起因する
アレルギー

アレルギー鼻炎
と生育・生活 

環境

涙液中ペリオス
チンについて

眼表面疾患バイ
オマーカーの 
探索的研究

アトピー性皮膚
炎とストレス

喘息と精神・ 
ストレス

アナフィラキシーの現状と対応

しごと と かぞく
の境界線 

―家族参加で
学術集会―

仕事と家庭
と趣味と私

自分らしさを
仕事に 
生かす

大嶋勇成 伊藤浩明 山田佳之 海老澤元宏 猪又直子 鈴木慎太郎 八木啓一 佐藤さくら 芝本利重

善本知広 森田英明 石井優 中尾篤人 布村聡 近藤康人 釣木澤尚実 太田伸男 武石大輔

廣畑俊成 蕪城俊克 菊地弘敏 山本元久 須田隆文 小熊剛 濱田祐斗 稲瀬直彦

一ノ瀬正和 足立雄一 大久保公裕 佐伯秀久 高村悦子 藤澤隆夫 土橋邦生 中込一之 山口正雄 蒲原毅 末木博彦

朝比奈昭彦 中原剛士 中村晃一郎 馬場直子 片岡葉子 藤本和久 平郡隆明

湯田厚司　

千貫祐子 近藤健二

岡田直子 庄司純

羽白誠 大野勲

佐藤さくら

杉浦至郎 福永淳 駒瀬裕子

9：00～11：30 【小】� 12：00～13：00� 13：30～15：30 【共】�

9：00～11：30 【基】� 12：00～13：00� 13：30～15：30 【共】�

12：00～13：00� 13：30～15：30 【内】�

9：00～11：30 【共】� 12：00～13：00� 13：30～15：30 【共】�

9：00～11：30 【皮】� 12：00～13：00� 13：30～15：30 【皮】�

12：00～13：00�

9：00～11：30 【内・小】� 13：30～16：00 【内・小】�

9：00～11：30 【皮】� 13：30～16：00 【皮】�

9：00～11：00 【内】� 13：30～15：30 【内】�

9：00～11：30 【皮・小】� 13：30～16：00 【皮・小】�

9：00～11：30 【皮】� 13：30～16：00 【皮】�

13：30～16：00 【皮】�

9：00～11：30 【耳】� 13：30～16：00 【耳】�

9：00～11：30 【その他】�

9：00～11：30 【皮】�


